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A Ill
ニ机貝に含まれろ銅及び亜鉛の量乙その季節的変化
実践女文家改　大森を子

　目的　貝類に彦まnう微量を属は. 秉羞上及び環逢衛生の両面か･? ま目It niいろ．「

寒現」t吉われろように, 貝類はその成分の季節的変化が考んiれる.今回私は了寸り巳

シジミについて. その恥率が肝臓のコレステロール生に関係-1 ろヒ報皓之れ瓢銅ﾋ.亜鉛

に着目レ含病量の測定を年間を通しヽぺ行ない, 季節的変化t瀬討しre ので，劾果毛報告

了ろ．又，調理に右けろ煮竹中への-:tii割合の定i 1行な｀つたのT. 合わ-ttス報唇'ずる．

　方法　アサリしシジ｀ミに□叩s- t沈片後身肉L身-;tに付け, l哨i t 煮,5t用と．し忙　身l≪l,

身詐，煮,?t を蒸発an に採取レ4S0-C↑灰化後塩酸でヽ鎔解し１試料遵t調製した，銅はD D

T c吸光光度砥で，銅づ)D T c 錯体ｔ酢酸ず刊しで袖おし, 亜鉛はジチソン吸光光皮忿

て≒　晋鉛■ジ子V"ン錯藤乞四塩化炭素1- 抽ま;し，それぞ'れ分光光度It で劃定した.重量割

合ヵり貝loot 中の含肩量を算i>し, 月の平均値乞求.' r)re.

　結集　童量11 合はアサリが身肉31 ｚ 身升持"/.般,5l-/., シジミが身肉21 '/.身詐12 X 喩岬'/.

r あった，銅はアサリフ00^中に平均四．含まれ, 最高値はｊ月のo.l3-m, 最低値は5-月<n 四

りであリ，シジミlOOi-中には平均0.1叫^ まれ，最高櫨はlz月のに≒，最低植は千肖の回呼

で■あった．銅含^量は冬期にﾀﾀく春期には減少を矛,し乙　亜鉛はアサリ扨Oi-中に平均四．

含まn,最高値は6 月のO.即吟,最ｲ氏値はII月O.y6m T あり，シジミloot中には平均呻吟含a

れ，最ｊ

は減げt示し，季節的変動が大さく見られた．煮汁今への溶£割合11,フサリは銅力vir/

亜鉛がz^y.,シジミは銅がzi-/. i鉛ヵ幻y. rあっ化．


